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【東京】淑徳大学 会場 【大阪】宝塚大学 会場

はじめに
今年も、昨年に続いて東京と大阪の 2 会場で全国大会を

行いました。不思議なもので、東京と大阪では、それぞれ
会場の雰囲気が全く違います。それは、参加者の地域性に
よる「場の特徴」のようなもので、ご想像の通り、東京は
スマートな空気が流れており、大阪は和気あいあいとして
くだけた空気でした。どちらの空気も、とても心地よく刺
激的で、好ましいものでした。会場に来て下さった方々、
ステキな空気をありがとうございました。来年も、ぜひお
会いしましょう。

（社）日本アタッチメント育児協会
代表理事　廣島　大三
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発達」を受講した保育士さんの嘆きを思い出します。

「最近のお母さんは、『遊び』はいいから、もっと『学
び』になることをしてください、とおっしゃいます。『遊
び』こそが、一番の『学び』なのだとお伝えしても、聞
く耳を持ってくれずお勉強的なものを期待されてしまい
ます。」

そうです、答えは「遊べていない」のです。「遊ぶこ
とを許されていない」と言った方が正しいかもしれませ
ん。「どう遊ばせるか」は、人生の幸せ度を左右すると
いうのに。その保育士さんの言うとおり「遊びこそが学
びである」のであって、もっと言えば『すべての学びは、
遊びから生まれる』わけです。

今日の全国大会では、

「脳」を無目的に使い
「こころ」を楽しくワクワクさせて
「カラダ」に余裕をもって

子どもに帰って、脳とこころとカラダを遊ばせましょう！
そして、遊びから生まれる学びを受け取りましょう。

開会式

シンポジウム

今年で 7 回目となる育児セラピスト全国大会ですが、

今年のテーマは

　　　　　　「あそびをまなぶ」
　　～脳とこころとカラダの遊ばせ方～

でした。幼児教育や早期教育がブームの兆しを見せてい
る今だからこそ、真面目にその本質と向き合いたいテー
マです。

今回「あそび」というものを、3 つの本質的な切り口か
ら捉えてみました。1 つ目は、その語源「悠（ゆう）」と
いう字から来るものです。「悠」は本来「禊（みそぎ）で
清められ心がゆったり落ち着く様子」から「余裕がある」
といった意味を持っています。2 つ目の切り口は、「無目
的で意味のない活動」という定義です。確かに、「あそび」
に目的を持たせてしまうと、もはや遊びではなくなって
しまいます。3 つ目は、「あそび」の本質を表す「心を満
足させる、楽しくワクワクする営み」という切り口です。

1.　ゆったりして、余裕がある
2.　無目的で意味のない活動
3.　心を満足させ、楽しくワクワクする

ところで、全国大会の前日には、毎年恒例のスキルアッ
プ講座において、新しい講座を発表させていただいてお
ります。今年は「プレスクール・あそび発達 インスト
ラクター養成講座」でした。その講座のメインテーマを
ひと言で表現すると

『子どもをどう遊ばせるかで、その子の将来の幸せ度
は決まる』

というセンセーショナルな言葉にまとまります。これ
は、私が勝手に言っている事ではありません。ノーベル
経済学賞を受賞したジェームズ・ヘックマン博士による
研究結果によるものです。ここで、大事なのは「どう遊
ばせるか」というところです。同じことをしても、遊び
が「あそび」でなくなったりするわけですから、コトは
簡単ではありません。

さて、最近の子どもは、遊べているのでしょうか？

この問いに対しては、前日の 「プレスクール・あそび
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アタッチメント・ベビーマッサージ インストラクター 

アタッチメント・ヨガ (for マタニティ＆ベビー ) インストラクター

アタッチメント・食育 インストラクター

アタッチメント・キッズマッサージ インストラクター

アタッチメント・ジム インストラクター

ベビーキッズ・あそび発達 インストラクター

プレスクール・あそび発達 インストラクター

育児セラピスト 前期課程（２級）

育児セラピスト 後期課程（１級）

育児セラピスト シニアマスター

優秀実践者表彰式・実践発表 
年々レベルが高くなり、その活動も多様で様々になっ

ている優秀実践発表ですが、今年もとても勉強になる発
表がたくさん聞けて、大いに刺激をもらいました。集客
ひとつをとっても、SNS を駆使した最新の方法から、口
コミと紙印刷のかわら版を使った昔ながらのやり方ま
で、いずれも十分に集客できている事例です。また、自
宅教室から、保育園、子育て支援センター、児童館に体
操教室まで、様々な場所が舞台となっていました。発表
者も保育士に体操の先生、女性起業家に臨床心理士と、
いろんな方の発表を聞くことが出来ました。これらの発
表は、どれも掛け替えのないものであり、皆さんの参考
にしていただけると思います。そして、このような素晴
らしい発表の数々が毎年聴けるのは、日本アタッチメン
ト育児協会ならではだと、心から思った次第です。

【大阪会場】優秀実践者の皆さん【東京会場】優秀実践者の皆さん
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東京
会場 

安原マヤさん　保育教諭（愛知県）

保育・幼児教育部門

取得資格

実はこの流れが、これからの子育て支援と子ども園や保育園
の運営における「型」になっていくと思っています。園が園
児を集めるのではなく、お母さんが園を選ぶのでもない。「関
係性を通して園（先生）とお母さんがつながる」型です。

理想の幼児教育を子育て支援の現場で実現したい
安原さんの活動はさらに精力的に続きます。その後「あそび

発達インストラクター養成講座」を受講し、さらに活動の幅
を拡げました。これは、第二子の次女に実践するのと同時に、
保育士として幼児教育を提供してみよう、という思いから始
めたそうです。普段から毎日のように子どもと遊んでいる安
原さんですが、「そうした日常の『遊び』を『幼児教育』の理
論と結び付けて伝えることには、大きな意義がある」と言い
ます。現在では、この「あそび発達教室」も柱の一つとなっ
ています。

母の思いは、子育て支援を通して
地域のママたちに広がる

安原さんの最初の動機は、母親としての好奇心や親として
の思いでした。そこから始まって、今度は自らが学んだこと
を、子育て支援の場に持ち込み、教室という形で他のお母さ
んたちと学びを共有する仕組みを作りました。それは、安原
さんが、よりよき母親になるためのステップであり、保育士
としてのスキルアップでもあり、さらに保育園にとっての地
域貢献でもあり、そして最終的に、お母さんたちにとっての
子育て指南、子育て支援となっています。

制度としての子育て支援だけでは
なく、こうした「ひとりの人の個人
的な思い」が地域に広がる形で成
立する子育て支援が、これからは、
もっともっと拡がってほしいと、安
原さんの活動を見て感じます。

安原さんは、愛知県豊橋市の幼保連携型認定こども園「明
照保育園」の保育士さんです。活動は、こども園の子育て支
援事業として、「ベビーマッサージ」に「キッズマッサージ、
アタッチメント・ジム」、「アタッチメント・ヨガ」、そして
昨年からは「あそび発達」も始められました。

長女が生まれて出会ったベビーマッサージ
「これを私も伝えたい」

最初のきっかけは、第一
子の長女の誕生がきっかけ
だったそうです。育休中に
長女と参加したベビマ教室
が、とにかく楽しくて、ベ
ビマに夢中になり、「これ
だ！」「 こ れ を 私 も 伝 え た
い！」という思いからアタッ
チメント・ベビーマッサー
ジ　インストラクター養成
講座を申し込み、インストラクター資格を取得すると、ご自身
が働く認定こども園で、ベビーマッサージ教室を始めました。

 
やがて、子どもの成長と共にベビーマッサージ卒業の年齢に

なってくると、お母さんたちから、「もっと続けたい」という
声をもらうようになりました。そこで、安原さんは、すぐにア
タッチメント・ジムとキッズマッサージのインストラクター資
格を取り、1 歳を過ぎた子どもたちのための教室を開きました。

妊娠中、おなかの中の次女と
「つながる」体験が出来たアタッチメント・ヨガ

安原さんは、第二子を授かったタイミングで「アタッチメ
ント・ヨガ（マタニティヨガ）」に出会いました。そしてマ
タニティヨガの重要性を実感し、アタッチメント・ヨガ　イ
ンストラクター資格を取得し、早速アタッチメント・ヨガ教
室を開きます。

こうして、安原さんは、3 つの教室を運営し、産前から産後、
そして幼児期に至るまでの切れ目ない子育て支援を提供する
までになりました。これらの 3 つの教室は、地域のお母さ
んたちの拠り所となり、就園年齢になると、その子どもたち
が明照保育園に入園する、という理想的な流れがやがて出来
ていったそうです。

「人が人を呼び、園児が集まる」
これからの子育て支援のあるべき形
この好循環は、いま全国各地で起こっている現象です。子育

て支援におけるベビーマッサージなどの各種教室が、地域の
就園前の親子を呼び、教室で関係性ができることで、教室に
通った子どもたちは、その園に入園してくれるのです。私は、

「わが子の成長のために学んだ知識とスキルは、子育て支援で活かされる」

記事の全文は、廣島大三のブログよりご覧いただけます。
https://www.naik.jp/blog/director/archives/362/3
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加藤 響子さん　イラストレーター（千葉県）

アタッチメント教室部門

取得資格

東京
会場 

生徒へのプレゼントが、同時にプロモーションに！
次にリピートです。加

藤さんのベビーマッサー
ジ教室には「また来たい」
と思わせる施策が、きち
んと施されています。加
藤さんの教室では、いろ
いろなカワイイシチュ
エーションを作って、赤
ちゃん写真を撮ってあげ
ています。　　　　　　
　　　　　　　

こうしたちょっと特別な写真を撮って、データをプレゼン
トしています。それと同時に、ブログに教室の様子としてアッ
プします。お母さんは、わが子の記念写真がもらえて、さらに、
自分がファンとしていつも読んでいるブログにわが子が掲載
されるので、ダブルでうれしいわけです。これが、参加満足
度を格段に引き上げ、リピートを生むわけです。実際、加藤
さんの教室のリピート率は 80％だそうです。これは、通常
のビジネスで言うと、驚異的な数字です。

策を関連付けて回すと、ビジネスモデルになる
しかし、加藤さんの教室の

一番の成功要因は、ブログと
か、赤ちゃん写真といった、
個々の取り組みそのものでは
ありません。一つ一つの施策
が、ビジネスモデルとして相
互作用して回っていることで
す。加藤さんの報告から学ん
でいただける一番のポイント
は、まさに「やっている施策
が、関連し合って回っている
かどうか」だと言えます。

3 歳の娘さんの子育てをする現役ママの加藤さんは、起業と
いう形でベビーマッサージ教室を運営する経営者です。これま
でも、イチからベビーマッサージ教室を立ち上げた事例はたく
さんありました。加藤さんの事例は、そうした事例の中で、起
業としてのベビーマッサージ教室に成功した事例と言えます。

教室を始める際に行った加藤さんの行動は起業家らしい一
面が見て取れます。加藤さんはこの事業専用の空間として、
アパートを 1 室借りることにしたのです。これは、なかな
か覚悟のいる決断だったことと思います。家賃は、売上に関
係なく毎月必ずかかってきますから、売上を上げ続ける覚悟
が必要なわけです。

ビジネスの王道「集客とリピート」を実践
では、いよいよ加藤さんのベビマ教室が上手くいっている要

因を見ていきましょう。私が発表をお聞きしていて最も感心し
たのは、加藤さんの事業は、ビジネスの基本を押さえ、さらに
ビジネスモデルとしてきちんと成立しているという点でした。

ビジネスというのは、「新規集客」＋「リピート需要」です。
ビジネスを長く安定させるには、いかにしてリピート客を増
やすかです。具体的に言うと、「見込み客」→「顧客化」→「リ
ピート」という流れです。

まず、見込み客と新規集客
に 関 し て は、SNS を 非 常 に
巧みに活用されています。そ
の筆頭は、ブログでしょう。
もともとイラストレーター
だった加藤さんは、日々の
育児の様子を記録した育児
ブログを立ち上げました。

 
ブログで共感してくれた人たちがファンになって、
教室に来てくれる

このブログを、とにかく毎日更新しています。ブログとい
うのは、自分と似た価値観の人がファンになってくれて、読
者になってくれます。この「ファン作り」は、ビジネスに言
い換えれば「見込み客開拓」です。このブログに、ベビマ教
室やさまざまなイベントを告知すると、読者のファンの方が
反応して参加してくれる流れが出来ます。ファンになってく
れた方たちなので、少々遠い場所でも足を運んでくれます。
つまり、ビジネス用語で言うと「商圏を広く取れる」という
ことで、これが成立するととても有利な戦略となります。

この毎日更新のブログ投稿記事を、Facebook やツイッター
などを使って、さらに拡散させることで、見込み客と新規客
を獲得しています。

「起業としてのベビーマッサージ教室を実現したママの成功物語」

記事の全文は、廣島大三のブログよりご覧いただけます。
https://www.naik.jp/blog/director/archives/362/4
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西鷹 直美さん　体操教室講師（埼玉県）

を楽しむスタイルに変わりました。
例えば、自分の体を自分で支えら
れるようになるためには、鉄棒を
練習するよりも、「ママ鉄棒」で、
ふれあいながら、お母さんに助け
てもらいながら身に付けます。

 
こうした親子体操を導入してから

は、跳び箱や鉄棒への移行が、よ
りスムーズになったそうです。

   
また、お母さんの悩み相談を聞いてあげる際には、カウンセ

リング手法を学んだおかげで、適切にアドバイスすることが出
来て、お母さんが元気になっただけでなく、お子さんの表情や
行動も変化したそうです。

心の教育　＋　体操教室　＝　人間教育
いま西鷹さんは、体操を通して

親子のアタッチメントを育み、自分
を守る基本動作の習得や運動の礎
を作ってあげる指導者になりたい、
そんな心の教育が出来る体操の指
導者でありたい、と決意を新たに
しているそうです。

西鷹さんの事例が教えてくれるの
は、直感的にわかっていることや、
体でわかっていること、何となくの
思い、そうしたものに理論が身に
つけば、さらに大きな価値を生む
ことが出来るということです。体操
の先生が、「心の教育」という視点
を身に付けたことで、体操は、人
間教育そのものにまで昇華されま
す。

西鷹さんは、スポーツクラブで、ジュニアの体操選手の育成
から、１歳児から 80 歳の方までの一般の方のための体操教室
まで幅広く体操を教える先生をされて 30 年のベテランで、自
らも体操選手として活躍されていた経歴の持ち主です。

心が不安定なお母さんと、運動に違和感を感じる子ども
そんなプロの体操の先生である西鷹さんが、ここ数年感じて

きたのは、「親子の心を育てること」の大切さだったそうです。

 
というのも、最近の傾向として、子育てで何を大切にしたら良いか、

子どもとどう接したらよいのか、といったことがわからなくて不安を
抱いているお母さんが増えてきていると感じることが多くなってきて
いるそうです。同時に、子どもたちも、これまでには見られなかっ
たようなビックリ事例がみられるようになっているそうです。例えば、
だっこやおんぶで、自力でお母さんにしがみつくことが出来ない子
や、迫るボールに反応できず、手も足も動かず、声も出ない子など。
こうした子どもに起こる変化と、最近の母親の不安定さとは、どう
も無関係ではないと、直感的に感じていたそうです。

そうした中で、西鷹さんは、子どものこと、親のこと、育児のことを、
イチからきちんと学んでみようと思い立ち、育児セラピスト 前期課
程（2 級）と、アタッチメント・ベビーマッサージを受講し、続けて、
育児セラピスト 後期課程（1 級）を受講したそうです。そして、さらに、
これまでやってきた体操を、親子のアタッチメントの営みとして学び
直すために、アタッチメント・ジム、キッズマッサージを受講しました。

直感に理論の裏付けが付いて、
はじめて見えてきた新たな価値

いざ講座で学術背景を学んでみると、自分が直感的に感じてい
たことに、理論の裏付けが付き、何となく思っていたぼんやりした
思いが、明確な言語として理解できたのを感じたそうです。例えば、
自力でお母さんにしがみつくことが出来ない子どもは、抱っこされ
たり、おんぶされたりした体験が少ないまま大きくなってしまった。
迫るボールに対応できない子どもは、その子が、ゲームばかりやっ
ていたことと関連付き、現実の動くモノで遊んだ経験が乏しかっ
たため、体も脳も反応できなかったのではないか。こうした親子
関係の貧弱さから生じる問題は、子どもの発達を阻むだけでなく、
母親の精神の不安定性という問題もはらんでいることを知りまし
た。そうしたことが、言語化して理解できたとき、西鷹さんのこ
れからの体操の先生としての新しい方向性が見えてきたそうです。

「体操させる」教室から、「いっしょに楽しむ」教室へ
西鷹さんは、早速、体操クラブのそれぞれの年齢のクラスの

カリキュラムで、ベビーマッサージやキッズマッサージ、アタッ
チメント・ジムを導入し、さらに、お母さんの悩みを聞いてあ
げるカウンセリングを取り入れました。

そして、子どもだけに体操をさせるのではなく、親子で体操

「体操の先生が、心の教育を身に付けて展開する、人間教育としての体操教室」

子育て支援部門

取得資格

記事の全文は、廣島大三のブログよりご覧いただけます。
https://www.naik.jp/blog/director/archives/362/5東京

会場 
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寺下 悦子さん　保育士・主任児童委員（福井県）

保育・幼児教育部門

先生に報告して共有することができます。寺下さんは、これを一人
一人丁寧に読んでいるそうです。そうして、一人一人のママの様子を
把握して対応します。あえて「書く」という行為を通して、文字だか
ら言えること、気付ける気持ちを引き出しています。先生とのこのや
りとりは、「来てよかった！」「先生ありがとう！」という気持ちに膨
らましてくれて、リピートにつながります。その気持ちは、さらにク
チコミにもつながり、ママがママを呼んできてくれる流れを作ります。

手間がかかっているからこそ生まれる、心からの喜びと感謝
次に、写真の活用です。ママたちがベビーマッサージをやっ

ているときの写真を撮り、ブログに上げて、教室の皆さんで共
有しています。この効果は大きいです。というのも、参加した
ママのお友達も、ブログでこれらの写真を見ているからです。
こうした実際の場の写真は、大きなクチコミ効果があります。
さらに、寺下さんは、1 歳になってベビーマッサージを卒業す
るママ一人一人に、これまでのベビマ教室での思い出の写真で

「卒業アルバム」を手作りしてプレゼントしているそうです。こ
れは、ママたちにとっては、涙が出るほど嬉しいことと思いま
す。その証拠に、「はっぴぃクローバー」を卒業後も、多くのマ
マが寺下さんとの交流を続けているそうです。

  
人生を素敵に生きる秘訣

寺下さんは、30 年の保育士生活を引退した後、ベビーマッサー
ジ　インストラクター資格を取り、ベビーマッサージ教室「はっ
ぴぃクローバー」を立ち上げました。その活動を通して、地域
の子育て支援の核として、なくてはならない存在となりました。
そして、たくさんのお母さんたちとつながり、感謝され、忙し
い毎日を送っています。まさに、第二の人生のやりがいとともに、
生涯現役を貫かれるのだと感じました。そんな寺下さんが発表
の最後にくださったメッセージは、印象的でした。
「虐待やネグレクトが問題視されている昨今、元気そうに見え
ても、心にたくさんの問題を抱えるお母さんが、たくさんいます。
私たちは、そうしたお母さんに寄り添い、サポートしてあげら
れる存在でいましょう。」

現役を引退した後も、これほど熱い「思い」と、「好奇心」そ
して「欲求」も持ち続けて、人生を歩まれている寺下さんに、「人
生を素敵に生きる秘訣」を見せていただきました。

寺下さんは、福井県敦賀市で 30 年間保育士をした後、引退して現
在は、地域の主任児童委員、県の子育てマイスターとして活動しなが
ら、ベビーマッサージ教室「はっぴぃクローバー」を運営されています。

30 年の保育士経験から感じる懸念、
それに対して「何かしたい！」
「アタッチメント・ベビーマッサージ講座」を受講したのは、2010
年のことでした。そのきっかけは、寺下さんの 30 年の保育士として
の経験の中で感じたある思いだったそうです。それは、「親子関係が
薄くなってきている現状への懸念」と、それに対して、「保育士を 30
年間続けてきた自分に何かできることはないか」という思いでした。

好奇心とやりたい気持ちで、
自然と形になっていったベビマ教室

インストラクター資格を取得した後、「せっかく学んだことを還元した
い！」という思いと、「ママとベビーの実際の反応を見たい！」という好
奇心と欲求から、知り合いの現役ママに頼んで、ベビーマッサージを
実践させてもらったそうです。その後、そのママがさらに友達を呼び、
数人のベビマ教室の形となりました。その後、一般のママたちも募集
するようになり、今の「はっぴぃクローバー」の原型となりました。

ほんの小さな「はじめの一歩」を踏み出すだけで、
多くのことは成就する

ここで、我々の学びとなるのは、地域に根差したベビーマッサージ
教室を 5 年以上やってこられている寺下さんですが、実は、その「は
じめの一歩」は、「一人の知り合いのママに、ベビマをやらせてもらっ
た」というカジュアルな行動だったということです。そのママからほか
のママ友へ、そして一般のママへと広がり、今では、自宅教室だけで
なく、児童館や子育て支援センターまで活動の場は広がり、地域にな
くてはならないベビーマッサージ教室に成長していいます。結果を先
に見ると、すごいことですが、「はじめの一歩」は、ほんの少しの勇
気があればできる小さな行動だったのだということがわかります。

リピートとクチコミのみで人が集まる秘訣
さらに、寺下さんの発表には、教室運営に関しても、参考にな

ることがたくさんありました。寺下さんの教室運営は、リピートと
クチコミと生徒さんの満足をもらうための秘訣がたくさん詰まって
います。実際、「はっぴぃクローバー」でチラシをまいたのは、最
初の体験教室の 1 回のみで、その後は、すべてリピートとクチコミ
だけで、人が集っているそうです。これは、ベビーマッサージ教室
としては、理想形の一つと言えますが、その秘訣をご紹介します。

満足の気持ちが、もっと大きく深い満足になる「魔法の紙」
寺下さんは、教室が始まる前に、「マ

マのきょうの気持ち」を書いてもらう
ための用紙を用意しています。これ
は、生徒さんにとっては、先生への「子
育てプチ報告」になっています。自
分の子育てを言葉にすることによっ
て、子どもの成長を実感し、それを

「『思い』と『好奇心』と『欲求』が創りだす、人生第二ステージの生きがい」

取得資格

記事の全文は、廣島大三のブログよりご覧いただけます。
https://www.naik.jp/blog/director/archives/362/6大阪

会場 
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植戸 真紀さん　スポーツクラブインストラクター（兵庫県）

お母さんはリラックスできるので、赤ちゃんも意外と落ち着
くものです。そうして、「安心した場」が出来上がります。

「オイルを使ったマッサージ」
が、より高い満足を生む理由

もう一つ注目したいのは、「オイ
ルマッサージ」です。植戸さんは、
オイルを使ってマッサージするこ
とを強調しています。オイルを使
うのと、使わないのとでは、子ど
もの気持ちよさが全く違うだけで
なく、お母さんの気持ち良さも違
う、と植戸さんは言います。そして、その気持ちよさは、よ
り高い満足を生み、「また来たい！」という気持ちを生みます。
私も植戸さんと同意見で、ベビーマッサージは、裸になって
オイルでマッサージするところに、その素晴らしさが集約さ
れていると思います。

 
アナログなモノ作りだからこそ深まる生徒との関係性

それだけではなく、「関係性を作る」ための物理的なアプロー
チもされています。一つは、手作り新聞です。ここには、植戸
さん自身の近況をつづったりしています。それによって、生徒
さんは、親近感を持ちます。植戸さんは、フェイスブックもツ
イッターもやっていないそうです。
しかし、実はこうした、アナログ
な新聞は、手間がかかる分だけよ
り関係性を深めてくれます。また、
イベントなどの際には、手作りの
メダルを作って、子どもにあげる
そうです。作るのは結構大変です
が、その分、心は伝わります。

 
こうしてみていくと、植戸さんの教室は、特別なことをし

ているわけではなく、当たり前のことを、丁寧に、思いを
持ってやっていて、それが驚異的なリピート率と安定運営に
繋がっていると言えるのではないでしょうか。

植戸さんは、大阪の加古川市で、スポーツセンターを舞台
に、ベビーマッサージ教室や体操教室でインストラクターと
して活動されています。

アタッチメント・ベビーマッサージ講座の大阪 1 期生として、
資格を取得してから、これまで 8 年間（2016 年現在）にわたっ
て、ベビーマッサージ教室を続け
てこられています。当協会のイン
ストラクターの中でも、もっとも
長く続けてこられているおひとり
です。もうすぐ 10 周年を迎えら
れる植戸さんの発表から、永く活
動を続けてこられた秘訣を学ばせ
ていただきたいと思います。

長期にわたる安定運営の秘密は、リピート率にあった
植戸さんの教室は、リピートの生徒さんで 7~9 割が占めら

れており、残りの 1~3 割の枠を新規の生徒さんで埋めると
いうのが型になっているそうです。これは、理想形の一つと
言えます。この型に持っていければ、クチコミで枠は埋まっ
てくれますので、ほぼ新規集客のための施策は必要ありませ
ん。植戸さんが、8 年間も教室を安定的に続けてこられてい
る秘訣のひとつは、7~9 割の安定したリピートにあると言っ
てよいでしょう。ただし、この理想形にたどり着くまでには、
相当な努力と工夫があったことと思います。

 
9 割のリピートを生む「生徒募集の仕組み」とは！

まずは、技術的な部分です。植戸さんの教室は、月単位で
申込を募るスタイルですが、その際に、継続の生徒さんを優
先的に受け付けるというところです。継続で余った枠を新規
募集するのです。これは、継続の方にとっては優先権ですので、
確実にリピートできる安心感があります。逆に、新規の方は、
運が良くないと入れないというプレミアム感が生まれます。
最初にプレミアム感を感じて教室に入った人は、継続の際に
は、優先権を行使することでしょう。この仕組みも、長年やっ
てきた中で最適化されて、今の形になったことと思います。

「場づくり」へのこだわりが、安定して高いリピートを生む
次に、リピート率が高い教室作りという観点です。これに

は、教室の内容や体験、過ごした時間に対する「満足度の高さ」
が大きく関係します。私は、植戸さんの「場づくりの上手さ」
と「オイルマッサージ」がこの「満足度の高さ」を支えてい
ると感じました。
「場づくりの上手さ」に関しては、例えば、赤ちゃんは、い
つも静かに寝ていてはくれません。動き回ることもあるし、
泣いてしまうこともあります。そうした時に、「動いても大丈
夫だよ！」「泣いちゃってもいいんだよ！」「ここで存分に泣
いときな」とお母さんと赤ちゃんに OK を出してあげて対応
してあげる。すると、それを見ている他のお母さんにとっても、
安心感につながります。また、こうした OK 対応を受けると、

「8 年間のキャリアを通して生まれたリピート率 9 割の教室運営の秘訣とは？」

アタッチメント教室部門

取得資格

記事の全文は、廣島大三のブログよりご覧いただけます。
https://www.naik.jp/blog/director/archives/362/7大阪

会場 
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鎌田 怜那さん　臨床心理士（佐賀県）

かしく感じることがあったそうです。でも、マミポケの活動
でなら、こうした対応もしてあげられます。

本当に深刻な状況のお母さんに、
専門家の助けが届かない現実

あるいは、ベビマ教室を通して知り合ったお母さんで、虐待や
ネグレクトを想像させるようなケースでは、臨床心理相談の方に
誘導することができます。心に問題を抱えて支援や救済が必要な
お母さんほど、臨床心理士などの専門家のもとへは行きたがりま
せん。この「必要な人に支援が届かない現実」は、業界が抱える
大きな問題のひとつです。しかし、鎌田さんの場合、ベビマ教室
の先生として知り合って、その人がたまたま（たまたまではない
のですが）臨床心理士だった、ということで慣れ親しんだ人のと
ころへ行くので、ハードルは各段に低くなります。

二つの顔を使い分けて生まれるシナジー効果
鎌田さんは、最近では、マミポケの顔と臨床心理士の顔を

使い分けることを意識しているそうです。臨床心理士として
の自分が、マミポケの顔を見せることによって、よりお母さ
んに寄り添った対応が可能になり、臨床心理士としての幅を
拡げてくれます。マミポケでベビーマッサージ インストラ
クターをしている自分が、臨床心理士の顔を見せることに
よって、お母さんたちからの信頼は、圧倒的に増すだけでな
く、頼りにもされるようになり、マミポケの評判は上がりま
す。役割を使い分けることによって、より多様な対応が出来、
より多くの人に支援の手を伸ばしてあげることができます。

専門性の高い仕事こそ、子育て支援と相性が良い
鎌田さんという一人の人が、臨床心理士という高度で専門

的な立場と、ベビーマッサージの先生という身近で親しみや
すい立場の両方を演ずることで、それぞれの立場の良いとこ
ろを活用し、足りないところを補い合っています。結果とし
て、臨床心理士の本業の質を高め、ベビマ教室という子育て
支援も充実させているところが、非常に素晴らしい事例です。
これは、「子育て支援の活動を本業にどう活かすか」という
問いに対する一つの答えではないでしょうか。

鎌田さんは、当初「アタッチメント・ベビーマッサージ」
と聞いて、「アタッチメント理論を前面に打ち出したベビー
マッサージって、どれ程のものなの？」と懐疑的な印象だっ
たそうです。そんな気持ちでホームページを読んでいくと「意
外とちゃんとしてる」と思ったそうです。そして、ホームペー
ジを隅々まで読んで、そのまま受講を決めたそうです。実際
に受講してみると、アタッチメントや発達心理の内容が本格
的で、難しい内容が含まれていたにもかかわらず、講義が思っ
ていた以上にわかりやすかったことに驚いたそうです。

私だから出来るベビーマッサージ教室のカタチ
インストラクター資格を取得した鎌田さんの「はじめの一

歩」も、身近なものでした。最初は、一人のママ友に個人的
にベビーマッサージを教え始めたのです。そうして、ベビー
マッサージを続けていると、ママ友とベビーに良い変化が起
こるのが感じられるようになりました。また、そのママ友の
育児相談を聞いているうちに、ママに何が必要なのかもわ
かってきました。この気付きは、「ベビーとママのハッピー
タイムを提供したい！」という鎌田さんの原点となる思いに
つながりました。臨床心理士としての自分だからこそできる
子育て支援の方向性が見えてきた瞬間でした。

そこで、鎌田さんは、先ほどのママ友と一緒に、子育て支援
のためのサークル「Mommy’s Pockets 〜マミポケ」を立ち上
げました。同時に、臨床心理士として、乳児健診や保健センター
の子育てサロンに呼ばれた際に、ベビーマッサージ教室を実
施したり、保育園の研修に呼ばれた際には、子育て支援として、
ベビーマッサージを提案したりして活動を拡げていきました。

 　 
「臨床心理士として出来ないことも、

ベビマ教室では出来る！」とわかった日
最初は、「ママたちに伝えたい！」という思いで友人と始

めた「マミポケ」の活動ですが、実際やってみると、様々な
メリットと本業との相互補完が見えてきました。臨床心理士
としての仕事の中では出来ないことが、「マミポケ」では出
来る。「マミポケ」で扱うには、ヘビーな問題を抱えるお母
さんに対しては、臨床心理士として対応できる。そんな相互
補完の関係が、自然と出来てきたそうです。

背中にそっと手を当てて、話を聴いてあげたい時もある
例えば、臨床心理士をして

いる時、「ここはお母さんの
背中にそっと手を当てて聴い
てあげたい、あるいはハグし
てあげたい」と感じることが
あるそうです。しかし、臨床
心理士は、クライエントの体
に触れることをしないのが基
本ため、これまでは、こうし
た場面で、それが出来ずもど

「臨床心理士から見た『アタッチメント・ベビーマッサージ』とは？」

取得資格

子育て支援部門

記事の全文は、廣島大三のブログよりご覧いただけます。
https://www.naik.jp/blog/director/archives/362/8大阪

会場 
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「『鍼治療』と『ベビマ・ヨガ』を相互に使ってママの悩みを解決」
　小泉接骨院と、接骨院に併設しているリラクゼーションサロン「Afrose（あ
ふろーぜ）」に勤務しています。不妊治療や妊娠中、出産後のお母さんとお子
さんも多くいらっしゃるので、育児相談を受けることも多かったため、根拠を
持って対応したいと思い、資格取得を決めました。基本的にはマンツーマンで
行っていて、ベビーマッサージの場合は 5 回を１クールとして設定しています
が、お母さんやお子さんの都合に合わせて回数を調整しています。お母さんの
悩みに対応する手段として、接骨院での鍼治療とは別の手段との１つとして、
ベビーマッサージやキッズマッサージ、ヨガを伝えています。

2016 年 活動報告のご紹介

取得資格

「写真ダウンロードサービスは、大好評です」
　児童家庭支援センターでのベビーマッサージ教室や、『ハッピー
スマイル☆ベビーマッサージ・サークル』という子育てサークル
の活動を行っています。先日の子育てサークルでは、寝相アート
とベビーマッサージを行いました。寝相アートは大好評で、寝相
アート写真を撮りたくていらっしゃる方も多いです。また、最初
に寝相アートをやると、初めましてでも会話がかなり弾み、自然
と仲良くなれるところもメリットかなと思います。サークル開催
後は、無料で写真がダウンロードできるサービスも提供していま
すが、とても好評です！

高砂 真希子さん
ベビーマッサージ インストラクター（神奈川県）

木原 まりさん
柔道整復師・鍼灸師（徳島県）

ハッピースマイル☆川崎ベビーマッサージ
http://ameblo.jp/mak-baby

取得資格

「子育て支援センターで教えていたソーイングがベビマへと広がりました」
　ソーイングなどの講師をしている子育て支援センターで、資格取得を機にベビーマッ
サージ教室もさせていただくようになりました。お母さん方からは、『気持ちにゆとりが
できた』『こんなにじっくり身体を触ってあげた事がなかった気がするからとても良かっ
た』『すごく気持ちよさそうだったのでお家でもやってみます ^ ^』などのお声をいただき、
とても嬉しいです。今は不定期開催なのでこれからも公民館などを借りて定期的にした
り、また個別出張もしていきたいです。

大山ありささん
子育て支援スタッフ・保育士（熊本県）

あーちゃん♡はぴはぴ♡ベビマブログ
http://ameblo.jp/abm-a-chan/entry-12221664550.html

取得資格
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「親子カフェでのベビマ教室で子育ての悩み解決！！」
　自分自身が子育てに悩み、周りの方や様々な情報から多岐にわたり助けら
れた経験を活かして同じ境遇で悩んでいる方やママたちの交流の場を作りた
いと思い、アタッチメントベビーマッサージ インストラクターの資格を取
得し、支援センターや親子カフェにてベビーマッサージ教室を開催していま
す。支援センターでの開催は、資格取得以来、毎月開催しています。

「5 人の子育て経験を活かしてママの悩みに寄り添います」
　東京から北海道の道東にある浜中町へ 19 年前に結婚して来ま
した。小さな町なので少しでも子ども達が学べるようにとピアノ
とリトミック教室を開催しました。そして、この町で親子の子育
てをサポートできればと思い、発達心理学を知っていると、より
的確な育児アドバイスができるので、日本アタッチメント育児協
会で資格を取得しました。現在は、知人の助産師と一緒に、親子
の心と身体をケアすることを目的とした「親子のホッとタイム　
温々～ぬくぬく教室」を開催しています。
　親子のアタッチメントを深めれば、子どもの気持ちが分かった
り、子育てが楽しくなることをコンセプトにしています。4 才か
ら 17 才までの 5 人の子育てをしていると、いつの時も子育てに
悩みはつきものなので、気軽に話せたり、相談できる場が必要だ
と思います。育児セラピストの講座で学んだ対親力を生かしなが
ら、心と体の育児サポートとして、親子の心と体に寄り添いなが
ら共感し、お母さん方にリラックスしてもらい、今の私に出来る
ことを少しずつでも発信していきたいです。

河内 宏美さん
ベビーマッサージ インストラクター（東京都）

西島 聖美さん
ピアノ・リトミック講師（北海道）

親子のホッとタイム　「温々～ぬくぬく教室」
http://ameblo.jp/egaomebae-music/

取得資格

取得資格

「ママ達がほっとできる時間《ほっとステーション》を提供しています」
　長年たくさんの親子と接する中で、今子育て中のママ達が育児に対する悩みやストレスがある
ことを日々感じています。そこで、子どもと少し離れて気持ちをリフレッシュする時間を提供で
きればと思い、学童児が帰ってくる前の時間を使って《ほっとステーション》という、「ママ達
がほっとできる時間」を提供しています。ママ達に育児ストレスを少しでも減らしてもらえれば
と思い、その間、自分の時間を持ってもらったり、ベビーマッサージの講習で子ども達の向き合
い方を話したりしています。

中山 恵さん
NPO 法人保育サービスぽてと　民間学童クラブ施設長（東京都）

取得資格
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「英会話の先生がベビマを始めました」
産婦人科や自宅サロンでのベビーマッサージ教室に加えて、現在は子育

てセミナーの開催もしています。集客はベビーマッサージ教室の常連様に
来ていただいたり、1 年前から始めた facebook で呼びかけもしています。
子育てセミナーでは英語と日本語の両方での絵本の読み聞かせをメインに
行い、またお母さんに子育ての悩み事も言ってもらって、大きいお子さん
がいるお母さんから、小さいお子さんがいるお母さんにアドバイスをも
らったりもしています。また、セミナーに参加された赤ちゃん連れママさ
ん方が自宅サロンでのベビーマッサージ教室にもお越しいただけることに
なり、こちらも嬉しい次第です。

本郷 容子さん
子ども英会話教室主宰（群馬県）

ベビーマッサージ　アップル育児サロン
http://applebaby.hp-tsukurumon.jp/blog/

取得資格

「ママ目線の集客で大人気のベビマ教室」
長崎県大村市や福岡県にて、ベビー＆キッズマッサージ教室を開催しています。長崎県の

教室は 3 年目、福岡県での教室は 1 年が経過しました。集客方法としては、市の福祉協議
会発行の子育て情報誌への掲載や、市の健診日にチラシの配布をしたり、ママ達に人気の
パン屋さんを教えてもらい、チラシを置かせて頂いたりしています。赤ちゃんの時期はあっ
という間ですが、その中でべビーマッサージを通して出会える親子さまに感謝でいっぱい
です。2017 年 2 月に私も出産を控えているので、我が子とのベビーマッサージもこれから
の楽しみのひとつです。これからもママの気持ちに寄り添って活動を継続して行きます！

本郷 美保さん
看護師（福岡県）

取得資格

ベビママサロンくまちゃん 2
https://www.facebook.com/babymamakuma/

「ベビマで子育てサポート、アロマでママサポート」
外出が難しいお母さんや、人目を気にせず自分のペースでレッスンを受けたい方のために、ご自

宅を訪問する出張ベビーマッサージレッスンを行っています。レッスンでは、その時その時の出来
事を大切に、一緒に遊んだり食育のアドバイスをしたりなど、単にベビーマッサージを教えるだ
けでなく、ママと赤ちゃんのアタッチメントを育むための営みの大切さをお伝えしています。また、
レッスン後は、だいたいの赤ちゃんが寝んねしますので、ママへ服を着たままできるアロマトリー
トメントを提供し、ママもリフレッシュしていただいています。お母さんが幸せだからこそ赤ちゃ
んも幸せ。今後もお母さんをとびきり笑顔にできるレッスンを展開していきたいと思います。

明田 瑠美さん
アロマテラピー＆マタニティヒーリング  クラリクララ主宰（東京都）

アロマテラピー＆マタニティヒーリング　クラリクララ
ホームページ http://lumi2016.wixsite.com/clarycurara
Facebook：https://www.facebook.com/clarycurara.aroma/

取得資格
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小規模認可保育所　Angel heart nursery
https://www.angel-chan.jp/

活動報告大募集！
　インストラクター及び育児セラピストの皆様は普段、様々な活動やイベントをさ
れているかと思いますが、事務局及び協会関係者は、皆様の活動をすべて把握する
術がございません。そこで、当協会ではインストラクターの皆様が活動されている
現場の活動報告を募集しております。

　お寄せいただいた活動報告の中で、共有したい事例をホームページや会報誌等で
ご紹介させていただければと存じます。活動の様子の共有を通して、より多くの方
の今後の活動のきっかけにさせていただきたいと思っておりますので、是非ご協力
をお願いいたします。

応募方法　郵送またはメールにてご応募ください。形式は自由です。
応  募  先　（社）日本アタッチメント育児協会
　　　　　郵送　：〒 460-0022　愛知県名古屋市中区金山 2-15-14　パックス金山ビル 4F
　　　　　メール：info@naik.jp

「理想の保育所を立ち上げた園長先生の子育て支援のカタチ」
　千葉県にある小規模認可保育所「Angel heart nursery」保育園内で、2ヶ月～あんよ
前のお子さんを対象に全3回のベビーマッサージ教室を開催しています。告知は、市役
所、保健センター、知り合いのコンビニにお願いしてチラシを貼ってもらっています。
ベビーマッサージ中はお母さんたちにリラックスしてもらって、素敵な極上のふれあい
タイムになるように、ひとつひとつ丁寧にお伝えしています。マッサージ終了後は、実
家に戻って来たかのように、リラックスしていただきながら、子育て以外の旦那様との
馴初めや、色々な思い（楽しいこと・不安なこと）などもお話しいただいています。ま
た、園で栽培したハーブを使った、手作りのお茶やデザートも、ママ達にとても喜ばれ
ています。そんなママ達の姿をみると、そこに費やした時間も無駄ではなかったと手間
暇惜しまずにやって良かったと幸せいっぱいになります。ベビーマッサージは、マッ
サージする行為を通して、ママや赤ちゃんと心から共感して、肯定する関係づくりがよ
いのではないかと日本アタッチメント育児協会で学んだ深い部分を沢山のママの役に立
てるように貢献していきたいと思います。

「パパやじいじこそベビーマッサージを知ってもらいたい」
　公民館で「パパもジイジもにっこり育児」という市民講座を
開催しています。初めは公民館で他の講座を受けていました。
その時に顔見知りになった公民館の方にベビーマッサージをや
れますよと気軽に話していたら数か月後に講師をしてもらえな
いかと依頼されるようになりました。講座は全 5 回で、ベビーマッ
サージ、アタッチメントジム、絵本の読み聞かせ、わらべうたの
紹介、季節のクラフトなど盛りだくさんでやっています。ベビー
マッサージをしているパパ達はとってもニコニコで素敵です。

緑川 美穂子さん
保育士（小規模認可保育所経営）（千葉県）

吉田 恵子さん
ベビーマッサージ インストラクター（愛知県）

取得資格

取得資格
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もう定番となっている「3pm さんじ」さんのランチ
ですが、今年ももちろん、東京、大阪共にご用意しま
した。「季節の色を食べる」というコンセプトで作られ
た、色とりどりのお料理は、その味付けから調理法、
素材選びまで毎年驚かされます。オリーブオイルとオ
リーブの実をあしらったイタリア風おにぎりは、私の
お気に入りです。安心で楽しくて美味しい料理を囲め
ば、会話も自然と盛り上がります。

ランチミーティング

ランチミーティングの動画は、コチラよりご覧いただけます。
https://youtu.be/D29Xa6otvV8
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今年も、好評の「キャッチコピー作りワーク」を行いました。チラシや案内文を作るとき、意外と安直に決めら
れてしまうのが、「表題」つまり、キャッチコピーです。でも、実は「キャッチコピーの良し悪しで、そのチラシ
を読んでもらえるかどうかが決まる！」ってご存知でしたか。「どんなキャッチコピーを、どんな字で表現して、
どういう風に見せるか」ということは、チラシ作りの肝なのです。これさえ出来てしまえば、そのチラシは成功し
たようなものと言っても過言ではありません。

せっかく一生懸命作ったチラシなのだから、一人でも多くの人に読んでもらって、多くの人に来てもらいたいで
すよね。
「でも、目を引くキャッチコピーって、一体どんなものだろう？」と多くの方が思われるでしょう。「百聞は一見

にしかず」、「習うより慣れろ」です。実際にグループでやってみましょう！

グループワーク　「キャッチコピーで人を集めよう」

● 東京会場 
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東京会場（淑徳大学）での集合写真

● 笑って　動いて　楽しんで　エンジョイングリッシュ　みんなでアルファベットになっちゃおー！！

● 電車で GO ！！　トーマス Get だぜ～！！

● たのしくおいしい　あいうえお！　親子で一緒に探しにいこう！おいしい『あ・い・う・え・お』

● 子育て変わる　ハピれんたいそう　はじめま～す♪♪　～ Happy の連鎖で笑顔がいっぱい～

● 魔法で数字が好きになる！！

● 気づかぬうちに How are you ？　体で叫吸　表現あそび　

　 5 感で身につく　Red ♡ Apple ♡ Yummy

● うたってたのしく広げよう！ともだちの輪　ことばの輪

　 おともだちのなまえカードで　あいうえお　をおぼえよう！

● 小学校に上がるまえに　6 才の今がチャンス！

　 ～協調性を育む　こころとからだの運動遊び教室　詳しくは web で～

● 1.2. サンタ★　我が子は天才！ お子さんの秘められた可能性を引きだそう！！

実際に参加者が考えたキャッチコピー＆キャッチフレーズ
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● 大阪会場 
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大阪会場（宝塚大学）での集合写真

● 親子でおいで　コーデでおいで　～親子コーデでいらっしゃ～い♪～

● イヤイヤがウキウキにかわる♡

● ちょっとおいでよ！！　１才ではもう遅い？？　頭がよくなるヒ ♡ ケ ♡ ツ　こっそり教えます。

● げきてき！！ビフォーアフター　～キラキラパワフルマタニティー～

　 そのままのあなたでいいんだよ

● これからママ　もうすぐママのための“結”  アタッチメントヨガ

● プレママのための温活講座　～楽しく食べて元気な赤ちゃん～

実際に参加者が考えたキャッチコピー＆キャッチフレーズ

参加者の声

今回もまた、皆さまのパワフルな活動に刺激され、

自分自身を振り返るきっかけになりました。グルー

プワークでは、楽しい時間を過ごせ、日ごろ使わな

い脳トレにもなりました。ありがとうございました。

（保育士　50 代　京都府）

資格を生かして活動している方々の報告はとても刺

激になります。今、自分の立場でできることを探し

ていますが、前に進もうと思えるヒントがたくさん

ありました。

（看護師　30 代　栃木県）

色々な方とお会いでき、お話ができて情報交換等が

でき楽しかったです。

（パート　30 代　大阪府）

知り合いや、一緒にやろうとしている仲間がいるわ

けでもないので、不安を持っての参加となりました

が、実践発表や公開教室を見て「やりたい！」とい

う気持ちが強くなり、勇気をもらえた気がします。

（保育士　20 代　埼玉県）

皆さんの発表、会話を通して、色々なヒントがたく

さんあり、今後の活動の参考になりそうです。ま

た、いい繋がりもできました！ありがとうございま

した。

（保育士　京都府）

どのように活動されているのか情報交換が出来た

り、どんな所をポイントにおいて活動されているの

か色々と勉強になりました。

（幼稚園教諭　40 代　大阪府）
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昨年大好評だった公開教室を、今年は少し趣向を変えて行いました。今年は、ベビーとキッズにクラスを分けて、
メソッドをまたいだプログラムを、各先生方が特別に作って披露してくれました。ベビーマッサージ、あそび発達、キッ
ズマッサージ、アタッチメントジムの中から、年齢に合ったアクティビティをピックアップしたオリジナルプログラ
ムです。もちろん、実際に親子に参加してもらっています。親子参加した方たちは、みなさん当協会のインストラク
ターです。インストラクター目線で親子参加される方、ダンナさんに、普段やっていることを見せる方など、親子参
加された方にも有意義なものになったようです。また、昨年は、マタニティヨガに参加した妊婦さんが、今年は、赤ちゃ
ん連れで、ベビークラスに参加して「この子があの時おなかの中にいた子なんですね」なんて感動的なことも起こり
ました。インストラクターのみなさんには、実際の教室を開くうえで、とても参考になると思います。

0 歳児（0~12 か月）のベビーとママを対象に、ベビー

マッサージ、あそび発達、アタッチメント・ジム、対

話読み聞かせのメソッド取り入れたオリジナルプログ

ラムです。東京は島田先生、大阪は権先生が担当しま

した。

「こうでなければならない」ではなく、子どもが今し

たいことを尊重し、無理なくリラックスした環境の中

で行うことの大切さを実感しました。子ども達にとっ

ても保護者にとっても有意義な時間になったと感じま

した。

（幼稚園教諭　30 代　埼玉県）

お母さんの緊張を、教室の時間の中でいかに自然にほ

ぐしてあげるか、教室の中でお母さんの日頃の育児や

こどもとのやり取りを認め、気持ちを晴れやかにして

帰してあげるかなど、子どもはもちろん、お母さんへ

のフォローもとても勉強になりました！

（託児所運営　30 代　愛知県）

「これから、ベビーマッサージはじめるよ！」

（東京）

目と目を合せて「たかい、たか～い」、ママもベビーもリラックス＆エンジョイ！（東京）

「あそび発達」のアクティビ

ティ。視界が変わることが、

脳刺激！（大阪）

島田 恭子先生 権 かおり先生

公開教室

参加者の声

ベビー親子教室

公開教室の動画はアタッチメント・ライフ会員限定でご覧いただけます。
https://www.naik.jp/life/movie/demo_class/2016babyasb.php
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1・2・3 歳児の子どもとママを対象に、キッズマッ

サージ、アタッチメント・ジム、あそび発達のメソッ

ドを取り入れたオリジナルプログラムです。東京は早

川先生、大阪は熊谷先生が担当しました。

お母さんといっしょに「急カーブ！」楽しいだけじゃなく、バランスを養います（大阪）

自分でお手てのマッサージ。気持ちイ

イ！（東京）

自己肯定感を育むアクティビティ「ママ

出来たよ！」「スゴイねー」（大阪）

早川 貴子先生 熊谷 れい子先生

キッズ親子教室

とってもわかりやすく、家で子どもたちにしてあげた

い！と思いましたし、こんな風に、ママも学んだり楽

しめるような教室を自分もできたらと、夢も広がりま

した。トラブルの配慮なども素晴らしかったです。

（主婦　30代　群馬県）

見学者の立場でしたが、楽しく参加させていただきまし

た。教室のタイムテーブルの流れで、必要なものをそろ

えていらしたので、環境設定がきちんとされているなー

と感心しながら、自らも改めることができました。

（民間学童施設長　東京都）

参加者の声
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マタニティを対象にしたプログラムを、参加者の

方々に体験してもらいました。本当のマタニティの参

加者もみえました。また、大阪では、妊娠経験のない

参加者の方に妊婦スーツを着てもらって、体験しても

らいました。担当は、東京、大阪ともに大塚先生です。

顔をほぐすと、心もほぐれてリラックス。首をほぐすと（喉

のチャクラが開いて）コミュニケーションがスムーズに（東京）

妊婦体験スーツを着用して、妊婦になったつもりで呼吸法。

呼吸を感じ、呼吸に向き合うことで、自分に出会う（大阪）

「子宮の結びのポーズ」で、おなかの赤ちゃんと「つ

ながる」（東京）

「足首回し」や呼吸法で、リラックス＆むくみも減

少（大阪）

大塚 一恵先生

アタッチメント・ヨガ

公開教室では、実際の雰囲気を体験することができて

よかったです。ヨガ教室に参加してみて、体の疲れが

とれたのがわかりました。ゆっくりすることの大事さ

を知っていたようで知らなかったのも分かりました。

（健康運動指導士　30 代　山形県）

マタニティモデルとして、アタッチメントヨガに参加し

ました。お腹の中の赤ちゃんを感じ、一心同体になれた

感じがしました。

（看護師　30代　福岡県）

参加者の声
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実際にお母さんに伝える「アタッチメント食育セミナー」とし

て、参加者の方に受講いただきました。アタッチメント食育のテ

キスト制作に携わっていただいた権先生自ら、「親が知っておき

たい食育」の観点で、今回のためにオリジナルプログラムを作っ

てくれました。担当は、東京、大阪ともに権先生ご本人です。

アタッチメント食育のテキスト制作にも携わった権先生（東京） 自分の教室で役立てようと、メモを取るのも真剣そのもの（東京）

「これはウチでもやってみよう！」お母さん向けだから

実践的（大阪）

受講生全員がインストラクターだから、講師も力が

入ります（大阪）

アタッチメント・食育

昨年も参加し、よかったので今年も参加しました。明

日からの子育て支援センターでの仕事に活かしていき

たいと思います。

（ベビーマッサージインストラクター　30代　兵庫県）

昨年も参加し、仲間ができ、収穫が大きかったので今年も

参加しました。食育教室の、歯の分野は、復習になりまし

た。おかあさんの心を癒し、リピーターさんにつなげるの

は、お迎えする瞬間からはじまっているのだと感じました。

（看護師　40代　奈良県）

権 かおり先生

受講生の声
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毎年、全国大会の前日の土曜日は、スキルアップ講座
として、新しい講座のお披露目をしています。毎年、新
コンテンツを真っ先に受講できるこの 0 期は、濃い方
たちが集まります。トレーナーをはじめ、過去の優秀実
践者の方やお付き合いの長い方々と、新しい方々が入り
混じって、とても深い学びの場を形成します。今年も東
京、大阪の両方で、素晴らしい場を作ることができまし
た。

今年は、幼児教育の大本命である 3~6 歳の幼児教育メ
ソッド「プレスクール・あそび発達」を 0 期としてリリー
スしました。もともと「あそび発達」は、『嘘のない本
当の幼児教育を問い直したい』という思いから生まれた
講座です。そして、その答えとしてたどり着いたのが「あ
そび」です。発達心理学者のウィニコットが言うように、

「遊ぶことこそが普遍的」であり、幼児教育とは遊ぶこ
とに他ならないのです。それこそが「本当の幼児教育」
です。

出来るか出来ないか、早いか遅いか、次の段階へ、もっ
と高度に、と子どもをまくしたて、他の子どもと比較を
してしまう親や教育者は少なくありません。それが正し
いやり方だと信じて・・・。すると、やがて遊びは、遊
びでなくなり、子どもは、発達の機会を失うのです。

だからこそ「本当の幼児教育とは何か！」について向
き合った幼児教育メソッドとして「あそび発達」を提供
することに大きな意義を感じています。そのような思い
をこめて、今回の 0 期講座の講師を務めさせていただ
きました。

まず、「あそび発達」の基本概念として、ウィニコッ
トを学びました。ウィニコットは、遊びにおいて、子ど
もと母親の間に形成される「潜在空間」の重要性を説い
ています。それは、簡単に言えば（簡単に説明するには
限界があることは承知の上で）、「二人の頭の中にのみ存
在する独自の非現実的な場」ということになるでしょう。
つまり、現実の遊び場や公園、玩具や教具といったもの
ではなく、それを超えた想像の世界と、そこに生じる感
情と体験そのものが「場」ということになります。それを、
ウィニコットは遊びの本質と捉え、ゆえに母親（あるい
は保育者、教育者）の存在が重要である、としています。

このことを前提に、話は脳科学へと移ります。脳の発
達とは、何なのか、子どもの脳は、生まれてから、どの
ようにして発達するのか、ということを見ていきました。
最初は、生きるために必要な脊髄から始まり、感情や運
動系に関連する脳幹、そして高次精神機能をはじめとす
る高度な機能を司る前頭前野に関連する大脳と順番に発
達していくという脳科学の基礎を学びました。

スキルアップ研修
プレスクール・あそび発達インストラクター養成講座
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さらに、これを前提に、大脳生理学としての教育を
考えました。確かに、高機能な脳を育てることは優秀
な人を育てるかもしれません。しかし、人のパフォー
マンスは、脳だけでは決まりません。脳を操るのは心
です。心が健全でなければ、高機能な脳をうまく操る
ことは出来ません。また、健康な体がなければ、行
動は制限されてしまいます。つまり、高いパフォーマ
ンスを引き出すには、脳と体と心のすべてが重要なの
だということを確認しました。そして、それは、「心」
という土台が一番下にあり、その上に「体」、そして「脳」
という順番でピラミッドを形成しており、それらの発
達がらせん状に遂げられて成長するのです。ピアジェ
は、このことをシェマの同化と調節と呼んだのです。

さらに、話は IQ の話に移ります。「IQ は遺伝で決ま
るのか、環境で決まるのか」という問題です。これに
ついても、両方の説が唱えられており、どちらも、もっ
ともな研究発表がなされていますので、それぞれの立
場の学説を検証していき、この講座におけるある結論
を出しています。

さらに、話は、最新研究に移り、「そもそも高い IQ が、
人の幸せや、物事の達成を左右するわけではない」と
いう核心に入っていきました。これからの幼児教育の
世界では、高い IQ を求めて努力することは、もはや
ナンセンスになるでしょう。笑い話と言っても良いか
もしれません。ノーベル経済学賞を受賞したジェーム
ズ・ヘックマン博士の研究は、それを見事に示唆して
くれています。彼は、ある教育プログラムを施したグ
ループと、そうでないグループの 40 年間に及ぶ追跡
調査を研究し、ある結論を示唆しました。5~6 歳とい
う幼児期における幼児教育への投資は、10 年後の高
等教育に、20 年後の仕事や収入や健康にさえ良い結
果をもたらし、それは、40 年後も続くと結論付けま
した。そして、その幼児教育の内容として、ヘックマ
ンが重視したのは、「非認知スキル」と呼ばれる非 IQ
系のスキルを育てることでした。IQ をはじめとする

「認知スキル」については、非認知スキルを育てる過
程で、相乗的に伸びるものの、その優位性は 4 年以内
に失われましたが、非認知スキルについては 40 年後
も失われず、よき人生を作るファクターとなった、と
いうことを学びました。

このことは、親も、保育者も、教育者も、直感的に
は了解していましたが、ヘックマンは、そのことを科
学的に、そして長期の追跡研究で証明して見せてくれ
ました。講座では、そのことの意味を確認しました。

こうして理論を学んでしまえば、メソッドの意味は、
本質的な領域で伝わります。「遊びが遊びでなくなる」
ようなマネはしない指導者になるためにも必要なこと
です。まず、メソッドに入る前に、「あそび」の定義
の確認をしました。もともと「あそび」の語源は、「悠（ゆ
う）」から来ていて、「のんびりしている」とか「物事
にゆとりがある」という意味があります。また、あそ
びの条件は「無目的で意味のない活動」です。たとえば、
車のハンドルには、必ず「あそび」といって、ハンド
ルを動かしても曲がる動作に入らない「余白」があり
ます。これがないと、運転は緊張に満ち溢れたものに
なってしまうので、乗用車のハンドルには、必ず「あ
そび」が設けられています。こうした「あそび」の定
義を確認した上で、具体的にメソッドを学びました。

「プレスクール・あそび発達」では、ひらがなや数字、
英語などのお勉強を「あそび（悠）」として楽しめる「あ
そび」を提案します。また、こうしたお勉強のような
学力に関係する「認知スキル」を、感覚力・読解力・
文章力・数字力・英語力の 5 科目にまとめ、それぞ
れを育むメソッドを学びました。

さらに、ヘックマンが重視した「非認知スキル」を、
やり抜く力（GRIT)・集中力（Concentration）・自己
肯定感（Self-esteem）・協調力（Cooperation）・コ
ミュニケーション力（Communication）の 5 科目に
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この『プレスクール・あそび発達 インストラクター養成講座』をさらに充実させて全国で開催いたします。詳細は当

協会公式ホームページにてご案内しております。ご質問等ございましたら、下記までお気軽にお問い合わせください。
（社）日本アタッチメント育児協会 事務局　TEL：052-265-6526（平日 9 時～ 18 時）　Ｅメール：info@naik.jp

何かを教えるのではなく、無目的にという言

葉がとても胸にひびきました。子どもの頭の

中には、無条件に遊びの世界が広がっている、

それを発達段階に応じて、引き出してあげる

ような対応をしていきたいし、お母さまたち

にも伝えていきたいと思いました。

（自宅サロン経営　50 代　千葉県）

実際に講座を受講し、目の前の子どもがなぜ

そのような行動をとっているのか理解できま

した。親としての関わり方を知ることで、子

どもと一緒にあそびを通して、楽しみを共有

できそうです。周囲にも、どう関わっていっ

たらいいのか悩むお母さん達に伝えていけた

らと思います。

（看護師　30 代　福岡県）

今まで自分の子どもと接していて疑問だったことが分かり、

嬉しかったです。今まで以上に子ども達とあそびの時間を共

有するのが楽しみになりました。また、今日の学びをお母さ

ん方へ伝えられるよう、自分自身も家で整理し、ぜひ伝えて

いきたいです。

（主婦　30 代　香川県）

子育てがいろいろと多様化し、問題を抱えている親子も多い

ので、しっかりとした知識を身につけ、的確なアドバイスも

していけたらと思います。

（保育士　40 代　千葉県）

非認知スキルについて詳しく知ることができて良かったです。

長い人生、希望を持って、自己肯定感を持ち、生きていける土

台を持った子どもたちを育てているのは、私たち大人だとしっ

かり自覚して子どもと関わり、過ごしていきたいと思います。

（看護師　50 代　神奈川県）

まとめ、それらを育てる「あそび」をメソッドとして
学びました。特に、「非認知スキル」は、３~ ６歳の
この時期の遊びの中で活発に育まれるスキルで、大き
くなってから身に付けるのは困難なスキルとして、近
年重要視されています。さらに、この「非認知スキル」
は、記憶に頼った頭の良さではなく、応用力や工夫、
読解力、理解力といった根本的な頭の良さにつながる
資質です。そのため、幼児教室だけでなく、子育て支
援や、保育、看護の現場において非常に重要な要素と
なります。

「プレスクール・あそび発達」のメソッドは、J. ヘッ
クマン博士が重視したのと同様に、非認知スキルを中
心に据えています。非認知スキルを育む「あそび」に
取り組むことで、認知スキルも養われる。スキルはス
キルを育てるのです。そのため、一般的にお母さんた
ちが求める認知スキル系あるいはお勉強系のアクティ
ビティよりも、非認知スキル系あるいは人格形成のた
めのアクティビティが重視されています。それは、「い
ま出来るようになること」「すぐに結果として見えて
くること」に目を向けるのではなく、「10 年後の学業
において花開くこと」、「15 年後の就職で結果が出る
こと」、「40 年後の人生の幸せに貢献すること」に目
を向けています。そのために最も需要な時期こそが、
幼児期なのです。

受講生の声

幼児期に「どう遊んだか」は、将来の幸せ度を左右
します。でも、あまりに先の事なので、親たちはそれ
を実感できずに、「今できること」「すぐに表れる成果」
に期待してしまいます。それは、親として当然の欲望
です。でも、より大事なのは、「どう遊ぶか」であり、
遊んだ先の結果として、様々なことができるようにな
るのです。決して「出来るようになること」が目的で
はありません。むしろ「無目的にただ遊ぶ」ことを応
援すること、その価値を親に伝えること、それが「あ
そび発達インストラクター」の役割である、というこ
とを受講生全員で確認して、講座を終えました。



松尾 彰俊
2016 年度、新卒として
スタッフの一員となり、
全国大会はもちろん初め
ての参加でした。
私は大阪会場のみの参加
ではありましたが、優秀
実践者発表や公開教室の
撮影という重要な役割を担うことができて大
変光栄に思います。
撮影の際は、初めての撮影ということもあり、
不慣れな部分も多く、不安な部分もありまし
たが、皆様のモチベーションの高さ、溢れる
熱意により、撮影素人の私ですが、大変素敵
な映像を撮ることが出来ました、心よりお礼
申し上げます。
先生方、並びに受講生の皆様、誠にありがと
うございました。
来年の全国大会においても、熱意溢れる皆様
にお会いできることを楽しみにしております。

伊藤 瑛美
今 回、 参 加 者 の 皆 様 に
ランチの時間にビデオ
カメラを回しながらの
インタビューをさせて
い た だ き、 ご 参 加 い た
だいた感想を直接お伺
いできて本当に良かっ
たです。
皆様の今後のご活動の糧にしていただければ
という想いを込めての全国大会ですので、う
れしいご感想はスタッフ一同大変励みになり
ます。ご協力いただいた皆様、ありがとうご
ざいました。
アンケートでいただいたお声も含めて、来年
の開催の際の参考にさせていただきますの
で、次回の全国大会も楽しみにしていただけ
れば幸いです。もし、今後やってほしい企画
などありましたら、事務局まで教えていただ
ければうれしく思います。

今井 香保理
今回も、皆さまの熱い想
いに刺激されっぱなしの
4 日間でした。皆さまの

「学ぶぞ！」という姿勢
はイキイキとしていて、
とてもキラキラして見え
ました。参加者の皆様は、
地域も年齢も職業もバラバラですが、そういっ
た皆様が同じ想いを持って集まると、こんな
に素晴らしい空間が生まれるのだと、毎年感
動します。私自身も、たくさんのパワーをも
らえました！また、ずっとメールやお電話で
やり取りをして、今回初めて顔を合わせてお
話できた方など、たくさんの新しい出会いも
ありました！いつもご参加いただいている皆
さまにも、最近のご活動についてお伺いでき、
嬉しかったです。皆様のご活躍は、私どもス
タッフの活力にもなります。今後も皆さまの
ご活躍、とても楽しみにしております！

スタッフ

　あとが
き

 発売中！

全国の書店
amazon.jp

中塩 奈奈
東京会場では司会をつと
めさせていただきまし
た。 至 ら な い 点 も 多 々
あったかと存じますが、
皆様にご協力いただき、
無事に終えることができ
ました。心より感謝いた
しております。
ワークや公開教室、そして、ランチのお時間
も皆様がご活動について熱くお話されている
のを拝見し、皆様の真剣な想いを強く感じま
した。また、参加された方同士の輪の広がり
も感じられ、スタッフとして更なる皆様のご
活躍を楽しみにしております。私は今回はじ
めて全国大会に参加させていただきましたが、
皆様の熱い想いに直接触れることができ、よ
り一層身の引き締まる思いが致しました。次
回の全国大会でも、皆様のご活動や想いに触
れられることを楽しみしております。

太田 有香
今回はじめて、大阪会場
でスタッフとして携わら
せていただきました。
以前から報告書などで、
ご参加される皆様の学び
に対する姿勢や熱意は感
じておりましたが、今回
はそれを肌で感じることができました。
私は撮影スタッフとして各教室を回り、皆様
の真剣な眼差しや、様々な思いをお話しされ
ている場面をカメラに収めさせていただきま
した。講座などの邪魔にならないよう、教室
の端から様子を拝見しておりましたが、皆様
がとてもイキイキとされているので、わたく
しも元気をいただけたように感じます。
スタッフとして至らない点もあったのではと
思いますので、より一層皆様が心地よく、楽
しく学べる場をご提供できるよう、縁の下の
力持ちとして頑張っていきたいと思います。

アタッチメント・ベビーマッサージ
～感性豊かで幸せな子どもに育つ～
廣島 大三（著） / 寺下 謙三（監修） / 保健同人社（出版）

標準価格：1,200 円（税別）

６歳までのアタッチメント育児
子どもを伸ばす　愛情の表し方・与え方 8 つのメソッド
廣島 大三（著） / 合同出版（出版）

標準価格：1,400 円（税別）

赤ちゃんが生まれたら、ベビーマッサージを始めてみたい、と思っているお
母さんは少なくありません。ベビーマッサージはオイルを使って、お母さん
の手で赤ちゃんにマッサージをすることですが、大切なのは、お母さんと赤
ちゃんの絆をしっかり結ぶことです。本書では、発達心理学の観点から、お
母さんと赤ちゃんのアタッチメント（愛着関係）をしっかり作り、情緒豊か
な「幸せな子ども」に育てるためのベビーマッサージを紹介します。

親子の「アタッチメント（＝愛着関係）」を育めば、子どもをもっと愛せる、
子どもはもっと Happy ！になる。親が親として成長し、ストレスがやりが
いに変わる！心やさしく、知的好奇心にあふれた、頭の良い子どもが育つ！
アタッチメント育児に Let's トライ！アタッチメント理論の基本概念から、
親子の日常での営みの中でアタッチメントを育む具体的メソッドまで。

日本アタッチメント育児協会　公式ブック
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